
























































































































U,-(i+2△i,i)-e△tAl(什△t)I･･e△tAgll(t'△t)C2△tAg(t'△t)e△叫 -1(t'△t)- e△tAl(t'△t) (22)
と書ける｡さらに､3次以上の高次分解公式も通常の時間によらない場合の分解公式から直
ちに導くことができる｡
最近は､この分解公式はAharonovBohm効果の数値的解析などにも使われている8)｡ま
た､マクロトンネル効果の蛭論的研究などにも有効に使われ始めている9)0
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